
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

令和６年度 

事 業 報 告 書 

自 令和 ６年４月 １日 

至 令和 ７年３月３１日  

公益財団法人 セディア財団 



令和６年度事業報告書 

令和６年４月１日より令和７年３月３１日まで 

 

 

                      公益財団法人 セディア財団 

 

 

 

１．概 要 

 

当財団法人は、自然環境の源である水の大切さから環境保護を学び、恵まれた大自然の中

での自然体験、野外活動、農業体験及びスポーツを通じて健康で活力に満ちた心身とともに

豊かな人間を育てることで、時代を担う青少年の育成、高齢者の生涯現役の持続、障がい者

の自立支援を図り、健康で豊かな社会の構築に寄与することを目的とします。 

平成２５年４月１日に一般財団法人セディア財団として設立、平成２５年８月２２日に公

益認定を頂いて、公益財団法人セディア財団として、より充実した事業に取り組んできまし

た。 

事業年度１２年目となる令和６年度は、小学生対象の「第１０回 セディア財団 全国小学生 

わたしたちのくらしと水 かべ新聞コンテスト」の実施、高校生対象の「第８回 明日の農

業コンテスト」事業を中心に実施いたしました。 

 

 

２．事 業 

 

１．自然体験、野外活動及び農業体験事業(公１) 

子供や障がい者、高齢者に向けて、自然体験、野外活動、農業体験を実施し、ガイド・イ

ンタープリター等の専門家や地域の環境保護活動の担い手の方々の指導のもと、実際に体

験しながら環境の学習を行い、自然保護、環境意識の向上、郷土愛の醸成等を図り、青少年

の健全な育成及び高齢者の生きがい促進、障がい者の自立支援を図ることを目的で事業を

推進しております。 

 

(１)子どもの田植え体験と農業の担い手である高齢者の交流促進 

今年度も、田植え体験などの農業体験にご協力いただいていた農家様が廃業をされてしま

い、他にご協力いただけそうな農家様をあたりましたが、すぐに見つけることができず、実

施が行えませんでした。次年度に向けて、継続してご協力いただける農家様を引き続き探し



てまいります。 

 

(２)青少年に向けた、動植物発見・採取プログラムの実施 

今年度も実施には至りませんでした。企画・予算計画段階では実施方向でしたが、計画が進

む段階で多くの参加者が認めない企画と判断し、実施を取りやめました。 

次年度に向けて、野外活動促進に繋がる企画を検討いたします。 

 

(３)小中高生に向けた、動植物のフォトコンテストの実施 

日本の自然に暮らす生きものは知られているだけで約 9 万種といわれ、特に固有種が多い

ことが特徴とされています。子どもたちが自然や生きものを見つめ、自然と人の共生を自発

的に考えることで、写真や芸術の表現力を育む機会の創出を目的にフォトコンテストを実

施いたします。令和６年度の２０２４生きもの写真リトルリーグでは、全国の小学生、中学

生、高校生から３００作品が集まりました。さらに多くの小中高生に取り組んでいただけま

すよう、「２０２５ 生きもの写真リトルリーグ」では募集告知を工夫しつつ、運営において

も改善を行いながら実施していきます。 

 

２０２４ 生きもの写真リトルリーグ （小中高生対象） 

 

１）主催 

公益財団法人セディア財団 

 

２）後援 

・小諸市 

・小諸市教育委員会 

・一般社団法人日本自然科学写真協会 

・公益社団法人 日本写真協会 

 

３）協賛 

  パナソニック株式会社・株式会社ミマキエンジニアリング 

 

４）対象 

小学生、中学生、高校生の個人の応募 

※グループでの応募も歓迎します。 

※応募にあたっては、保護者の方の同意が必要となります。 

 

５）募集内容 



単写真または最大 4枚の組写真。 

お一人あたりの応募は最大 4作品まで。 

一枚につき 10MB 以下の JPEG データでご応募ください。 

 

６）テーマ 

生きもの 

※生きものには植物・きのこなどを含み、人は含みません。 

 

７）募集方法 

・４月上旬 当財団ホームページで募集要項を公開 

・５月上旬 一般社団法人日本自然科学写真協会を通し、全国の昆虫関連の博物館へ

チラシ配布 

 

８）募集締め切り 

令和 6年 6月 10日 

 

９）審査委員会 

〔審査委員〕 

審査委員長  海野 和男 

審査委員   安珠 

審査委員   石田 立雄 

審査委員   伊知地 国夫 

 

１０）発表 

主催者である当財団ホームページ掲載で審査結果を掲出 

 

１１）賞と賞品 

・最優秀作品賞（セディア財団賞）・・・1点 

賞状、記念楯、副賞（パナソニック社製 ミラーレスデジタル一眼カメラ） 

・優秀作品賞 小中高生から各 1点ずつ・・・3点 

賞状、記念楯、副賞（パナソニック社製 コンパクトデジタルカメラ） 

・小諸市長賞・・・1点 

賞状、記念楯 

・入選・・・4点 

  賞状 

 



１２）事業スケジュール 

・４月上旬  財団 HPにて告知 

・５月１０日 作品募集開始 

・６月１０日 募集締切 

・６月１１日～６月２８日 予選審査実施 

・７月１日  本選出場者へ連絡 

・８月３日   本選および表彰式を実施 

 

１３）審査会 

 Ⅰ）一次審査（予選） 

選定審査期間：6月 11日（火）～6月 28日（金） 

審査員：海野 和男・安珠・石田 立雄・伊知地 国夫 

審査手順：予選にて応募作品を慎重に絞り込み、最終審査会への進出作品を小・中・高 

それぞれ 3点ずつ、計 9点を選出しました。 

審査結果：本選ノミネート作品の選出（9作品） 

 

 Ⅱ）最終審査（本選） 

日時：8月 3日（土） 

会場：市立小諸高原美術館 

〔審査委員〕 

審査委員長  海野 和男 

審査委員   安珠 

審査委員   石田 立雄 

審査委員   伊知地 国夫 

 

審査手順：予選審査のノミネート作品の中から本選審査を行い、各賞を決定。応募者 

及びその保護者または担当教諭 1 名の計 2 名を本選・表彰式に前日の宿泊よりご招

待。（現地までの往復の交通費を含む）。 

 

審査結果：次頁に記載  

    

 

 



 

 

 

 

２．スポーツ教室及び競技会の開催(公２) 

子供や高齢者、障がい者を対象に、スポーツ教室を実施し、併せて技能向上を主眼とした競技会

を開催することで、心身ともに健全で豊かな人間性の滋養を図ることを目的とします。令和 6年度

は、視覚障がい者を対象としたブラインドスキー大会及びスキー教室を 1回実施しました。 

 

ブラインドスキー教室・大会の開催 

子供や高齢者、障がい者を対象に、スポーツ教室を実施し、併せて技能向上を主眼とした

競技会を開催することで、心身ともに健全で豊かな人間性の滋養を図る事を目的に開催し

ました。 

 

１）実施日 

令和 7 年 1 月 11 日（土）・12 日（日）・13 日（月祝） 

 

２）会場 

高峰マウンテンパーク（長野県小諸市高峰高原） 

 

３）参加者 

視覚障害者 14 名、サポーター22 名 



４）実施内容  

11 日（土）A 日程のみ（視覚障害者 6 名、サポーター9 名） 

11:45     開講式 

12:00        ブラインドスキー教室 

16:00      スキー教室終了 

 

12 日（日）A・B 日程（視覚障害者 14 名、サポーター22 名） 

9:00      ブラインドスキー教室 

12:20         B 日程ホテル出発スキー開始 

12:30     A 日程スキー終了 

15:15     B 日程スキー終了 

 

13 日（月）B 日程のみ（視覚障害者 8 名、サポーター16 名） 

9:00      ブラインドスキー教室 

11:45     昼食 

12:30     ブラインドスキー教室 

14:45     スキー終了 

 

 



 

（全体集合写真） 

 

３．水に関するかべ新聞コンテスト事業(公３) 

小学生が学校や家庭で制作した「水」に関するかべ新聞を募集し、その作品を評価、優秀

な作品を制作した小学生または学校を表彰することによって、「水」に関する環境教育を奨

励し児童、青少年の健全な育成と「水道の仕組み」を学ぶことにより公衆衛生の知識向上を

図ります。当コンテストは、平成２７年度に公益事業として認可を受け、令和６年度は第１

０回目のコンテスト事業となります。令和６年度の第１０回コンテストでは、全国の小学生

から４，７６６点と多くの作品が寄せられ、公益事業としてのかべ新聞コンテストの社会的

認知度は高まってきたと思われます。令和７年度も更に多くの小学校で取り組んで頂けま

すよう募集告知の方法を工夫し、また、運営上の課題なども洗い出しながら充実したかべ新

聞コンテストになるよう取組みしていきます。 

 

第１０回セディア財団 全国小学生「わたしたちのくらしと水」かべ新聞コンテスト 

 

１）主催 

   公益財団法人セディア財団 

２）後援 



・農林水産省 

・全国市町村教育委員会連合会 

・全国連合小学校長会 

・全国小学校社会科研究協議会 

・全国小学校理科研究協議会 

・日本初等理科教育研究会 

・全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会 

・全国新聞教育研究協議会 

・全国小中学校環境教育研究会 

３）対象 

   全国の小学生、個人またはグループ（海外の日本人学校も含む） 

４）募集内容 

   わたしたちのくらしに欠かすことのできない、大切な「水」に関する学習内容を 

まとめた「かべ新聞」や「学習新聞」 

５）テーマ 

   わたしたちのくらしと水 

   （テーマ例） 

・キレイな水でつくるおいしい野菜 

・調べてみよう！森と水の関係 

・お米をつくるのにどれくらいの水が必要？ 

・むかしの水とくらし 

・つたえよう！水の大切さ 

・学校や家で使う水はどこからくるのかな？ 

・世界の国の水事情 

・水の不思議を探してみよう 

・わたしたちの地域の水じまん 

・SDGsとわたしたちのくらしと水 

・水と環境のつながりを調べてみよう 

・水を通して考える自然の恵みと災害  など 

 

６）募集方法 

   ・６月１４日 全国の小学校 10,000校に対し、下記を送付 

          募集要項、応募手引き、学校応募用紙、ポスター、 

活動報告書「MizuMirai」、第 9回作品集 

各後援団体への募集協力依頼、事務局（プラスエム）のネットワーク

を通じ、全国の小学校へ呼びかけ 



 

７）募集締め切り 

  令和６年１１月６日（水）当日消印有効 

 

８）審査委員会 

 ・一次審査  

審査員：全国新聞教育研究協議会からの推薦による小学校教員など 

 ・最終審査 

<審査委員長> 

澤井 陽介 大妻女子大学家政学部児童学科教授 

<審査委員> 

石井 正広 全国小学校社会科研究協議会会長（新宿区立四谷小学校長） 

飯田 秀男 全国小学校理科研究協議会会長（板橋区立金沢小学校長） 

清水  仁 全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会会長（新宿区立落

合第三小学校長） 

菅野 茂男 全国新聞教育研究協議会理事長（前 世田谷区立船橋希望中学校長） 

關口 寿也 全国小中学校環境教育研究会会長（多摩市立連光寺小学校長） 

渡邊 有祐 公益財団法人セディア財団理事長代理（渡辺パイプ株式会社 経営

企画ユニットリーダー） 

 

９）発表 

 主催者である当財団ホームページにて審査結果を発表 

 

１０）賞と賞品 

  Ⅰ）個人賞 

 ・最優秀賞 

作品数：全作品より１作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード５万円分) 

・セディア財団特別賞 

作品数：全作品より１作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード３万円分) 

・優秀賞 

作品数：全作品より４作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード２万円分) 

 

・準優秀賞 



作品数：全作品より１０作品 

賞 品：賞状、副賞(図書カード５千円分) 

・佳 作 

作品数：全作品より２０作品 

賞 品：賞状、副賞(図書カード千円分) 

・努力賞 

作品数：全作品より６５作品 

賞 品：賞状、副賞(図書カード５百円分) 

Ⅱ）学校賞 

・学校優秀賞 

内 容：学校または学年として優秀な作品を多数応募した学校を表彰 

校 数：１校 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(図書カード５万円分) 

・学校賞 

内 容：学校優秀賞に準じて優秀な作品を多数応募した学校を表彰 

校 数：５校 

賞 品：賞状、副賞(図書カード３万円分) 

Ⅲ）参加賞 

応募者全員に記念品 

 

１１）事業スケジュール 

２０２４年 

・５月  募集要項の検討、決定 

         ・募集要項、応募手引き、学校応募用紙、ポスター案の検討、決定 

         ・審査委員体制の検討、決定 

・６月～８月 

  募集開始  

         ・全国 10,000校の小学校に募集ツールを送付 

  作品募集の推進 

         ・各後援団体およびプラスエムネットワーク校に募集協力のお願い 

  学校からの問い合わせ対応 

・１１月 作品締切  

     一次審査実施 

      ・最終審査ノミネート作品の選出（４０作品） 

      ・努力賞候補作品の決定（６１作品） 

・１２月 最終審査会実施 



      ・最優秀賞をはじめとする個人賞、並びに学校賞を決定 

２０２５年 

・１月  表彰式の実施 

     審査結果発表 

      ・セディア財団 WEBサイト 

     作品集の制作 

・３月  参加賞などのツールを送付 

      ・受賞各校および応募校に対し賞状、副賞、参加賞、入賞作品集を送付 

 

１２）審査会 

  Ⅰ）一次審査 

   日時：令和６年１１月１４日（木）１８：３０－２０：００  

   会場：京華スクエア・2階会議室（東京都中央区八丁堀） 

   審査員：全国新聞教育研究協議会からの推薦による小学校の現職教員 2名 

   （審査委員長：全国新聞教育研究協議会事務局次長香山昌彦氏） 

   審査手順： 

    ・事前審査 

     一次審査会の前に事前審査(個別審査)を事務局（プラスエム）にて実施。 

     応募作品を絞り込み、絞り込まれた作品には審査表を添付し、作品の評価箇所、

評価度を分かるようにしました。 

    ・審査協議 

     審査委員長を中心にした協議により、最終審査ノミネート作品および努力賞候

補作品を決定しました。 

   審査結果： 

最終審査ノミネート作品の選出（４０作品）／努力賞候補作品の決定（６１作品） 

 

Ⅱ）最終審査会 

   日時：令和６年１２月１０日（火）18：30-20：00  

   会場：渡辺パイプ株式会社会議室（東京都千代田区大手町 1-3-2 経団連会館 12F） 

   審査員： 

<審査委員長> 

澤井 陽介 大妻女子大学家政学部児童学科教授 

<審査委員> 

石井 正広 全国小学校社会科研究協議会会長（新宿区立四谷小学校長） 

飯田 秀男 全国小学校理科研究協議会会長（板橋区立金沢小学校長） 

清水  仁 全国小学校生活科・総合的な学習教育研究協議会会長（新宿区立落



合第三小学校長） 

菅野 茂男 全国新聞教育研究協議会理事長（前 世田谷区立船橋希望中学校長） 

關口 寿也 全国小中学校環境教育研究会会長（多摩市立連光寺小学校長） 

渡邊 有祐 公益財団法人セディア財団理事長代理（渡辺パイプ株式会社 経営

企画ユニットリーダー） 

審査手順： 

    ・各賞の選考 

     事前に、一次審査会で選出された「最終審査ノミネート作品」（計 36作品）のカ

ラーコピーをお送りし、採点（ランク分け）を行っていただきました。その集計

結果を基に協議の上、各賞の選出を行いました。 

    ・学校優秀賞および学校賞の承認 

     応募率、応募作品数、入賞作品数などにより算出し、最終審査員の皆様から承認

をいただきました。 

審査結果：次頁に記載  

 

 

 

 

 

                          〔最終審査会の様子〕 



 



 

 

 



４．明日の農業レポートコンテスト (公４) 

次代を担う農業高校に通う高校生に日々の学びの中から農業に関するあらゆるアイデア

をまとめたレポートを募集し、この取り組みをきっかけに夢を描き実現することで日本の

農業の持続的な発展につながることを目的としています。全国の農業高校生に、農業に関す

る諸問題について、主体的に、かつ倫理観をもって解決する方法を思索し、「環境保護と農

業生産の調和、持続的かつ安定的な農業と社会の発展」を考える機会を与えることは有意義

であると同時に、本財団の定款の目的に定めている通り、「環境保護を学び、(略)健康で活

力に満ちた心身ともに豊かな人間を育てることで、時代を担う青少年の育成、(略)を図り、

健康で豊かな社会の構築に寄与することを目的とする。」に合致するものであります。 

 

第８回高校生「明日の農業コンテスト」 

 

１）主催 

   公益財団法人セディア財団 

 

２）後援 

・農林水産省 

・全国農業高等学校校長協会 

・日本学校農業クラブ連盟 

 

３）対象 

   全国の農業高校、農業系学科で学ぶ高校生。個人応募のみの募集とする 

４）募集内容 

   「わたしはこんな方法で農業を元気にする」をテーマにした個人のレポート 

    原稿用紙８枚以内。 

日本語で執筆された自作の未発表作品に限る。 

 

５）レポートテーマ例 

・収穫を増やすためには 

・多品種化でリスクを減らす 

・新たな出荷調整方法 

・生産性の向上と施設園芸の活用 

・これからの販路開拓に向けたアイデア 

・IoTを駆使した次世代農業に向けたアイデア 

 

６）募集方法 



   ・１２月上旬 全国の農業高校、農業系学科のある高校に下記を送付 

       募集要項、団体応募用紙、エントリーシート、作品集（第７回） 

・１月   事務局（ハル）を通じ、全国の農業高等学校へ呼びかけ 

 

７）募集締め切り 

  令和６年４月１２日（金）当日消印有効 

 

８）審査委員会 

・一次審査会：全国農業高等学校長協会 副理事長１名、常務理事１名、渡辺パイプ グリ

ーン事業部社員２名 

・最終審査会：全国農業高等学校長協会 理事長１名 

全国農業高等学校長協会 常務理事３名 

主催者代表 公益財団法人セディア財団 理事長代理 

９）発表 

 主催者である当財団ホームページ掲載 

１０）賞と賞品 

  Ⅰ）個人賞 

 ・セディア財団賞 最優秀賞 

作品数：全作品より１作品  

賞 品：賞状、記念たて、副賞(最先端農業を学ぶ研修旅行※) 

・セディア財団賞 金賞 

作品数：全作品より３作品 

賞 品：賞状、記念たて、副賞(最先端農業を学ぶ研修旅行※) 

※副賞は東京研修旅行を実施し、東京大学での園芸学会に参加 

・銀賞 

作品数：全作品より５作品  

賞 品：賞状、副賞(図書カード３万円分) 

・銅賞 

作品数：全作品より１０作品  

賞 品：賞状、副賞(図書カード１万円分) 

Ⅱ）学校賞 

・学校奨励賞 

内 容：優秀な作品を多数応募した学校を表彰 

校 数：２校 

賞 品：賞状、記念たて 

Ⅲ）参加賞   



応募者全員に記念品 

 

１１）事業スケジュール 

・１１月 募集要項の検討、決定 

・１２月 募集要項など募集ツールの作成 

募集開始  

         ・全国の農業高等学校へ送付 

・４月  作品締切 

・６月  一次審査会実施 

      ・最終審査ノミネート作品の選出（24作品） 

・６月  最終審査会実施 

      ・最優秀賞をはじめとする個人賞、並びに学校賞を決定 

・７月  審査結果発表 

      ・セディア財団ウェブサイト 

・８月  参加賞などのツールを送付 

      ・受賞各校および応募校に対し賞状、副賞、参加賞、入賞作品集を送付 

・８月  表彰式の実施 

     作品集の制作 

 

１２）審査会 

  Ⅰ）一次審査会 

   日時：令和６年５月２７日（月） 

   会場：オンライン開催 

   審査員：全国農業高等学校長協会 副理事長、常務理事、渡辺パイプ(株)グリーン事

業部社員   

   審査結果： 

最終審査ノミネート作品の選出（２４作品） 

Ⅱ）最終審査会 

   日時：令和６年６月２０日（木） 

   会場：渡辺パイプ株式会社 本社 会議室 

   審査員： 

・XX XX XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

・XX XX XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

・XX XX XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

・XX XX XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

・渡邊 有祐 公益財団法人セディア財団理事長代理（渡辺パイプ株式会社 経営



企画ユニットリーダー） 

 

審査結果：次々頁に記載  

 〔最終審査会の様子〕 

 



 

 

 



 

５．処務・管理 

 

 (１)理事・監事に関する事項 

  ・理事定数    ３名以上６名以内   現在 ３名  任期２年 

  ・監事定数    １名         現在  １名  任期２年 

 

 

役職 氏 名 
勤務 

形態 
就任年月日 

辞任 

年月日 
職  務 

代表 

理事 
渡邊 元 非常勤 平成２９年６月２６日 － 

渡辺パイプ株式会社      

代表取締役会長 

理事 山口 章 非常勤 平成２９年６月２６日 － 

ＮＰＯ法人アウトドアライ

フデザイン開発機構   

専務理事 

理事 串田 妙子 非常勤 平成２９年６月２６日 － 
インテリア 

コーディネーター 

監事 伯耆田 安代 非常勤 令和３年６月２９日 － 
ちよだ税理士法人 

税理士 

 

 

 

（２）評議員に関する事項 

   ・評議員定数   ３名以上６名以内   現在 ３名  任期４年 

 

役職 氏 名 
勤務 

形態 
就任年月日 

辞任 

年月日 
職  務 

評議員 大塚 一長 非常勤 令和３年６月２９日 － 
大塚一長税理士 

事務所 税理士 

評議員 西山 彩乃 非常勤 平成２９年６月２６日 － 
ノイエスト総合法律事

務所 弁護士 

評議員 渡邊 圭祐 非常勤 令和元年１２月１６日 - 
渡辺パイプ株式会社 

代表取締役社長 

 

 



 

(３)職員に関する事項 

役職 氏 名 勤務 

形態 

就任年月日 辞任年月

日 

職  務 

事務局長 野呂 祐介 非常勤 令和６年４月１日 - 
渡辺パイプ株式会社 

経営企画ユニット 

 

 

(４)会議に関する事項 

 ① 理事会 

 

開催年月日 

 

 

場 所 

 

議 事 事 項 

 

結 果 

令和６年６月３日 財団事務所 決議事項 

第１号議案 令和５年度事業報告書、貸借対照 

表、正味財産増減計算書、附属明 

細書及び財産目録の承認の件 

第２号議案 評議員会招集の件 

報告事項   職務執行及び財務の状況 

可決 

令７年２月１３日 

 

 

財団事務所 決議事項   

第 1 号議案  令和７年度事業計画書案、収支

予算書案並びに資金調達及び

設備投資見込みの承認の件 

 第２号議案  評議員会招集の件 

報告事項 職務執行及び財務の状況 

可決 

 

 

② 評議員会 

 

開催年月日 

 

 

場 所 

 

議 事 事 項 

 

結 果 

令和６年６月１８日 

 

財団事務所 決議事項  

第１号議案  令和５年度事業報告書、貸借対 

照表、正味財産増減計算書、附属 

明細書及び財産目録の承認の件 

可決 



令和７年３月３日 財団事務所 決議事項  

第 1号議案  令和７年度事業計画書案、 

収支予算書案並びに資金調達 

及び設備投資見込みの承認の件 

可決 

 

(５)寄付金に関する事項 

 

寄付年月日 

 

寄 付 者 

 

目的 

 

区分 

 

金額 (単位 円) 

令和６年４月２６日 渡辺パイプ株式会社 公１ 預金 ２，０００，０００  

〃 〃 公２ 預金 １，０００，０００ 

〃 〃 公３ 預金 ２５，０００，０００ 

〃 〃 公４ 預金 １０，０００，０００ 

〃 〃 管理 預金   １２，０００，０００ 

合 計   ５０，０００，０００ 

 

※公１ 自然体験、野外活動及び農業体験事業のために使用 

※公２ スポーツ教室及び競技会の開催のために使用 

※公３ 水に関するかべ新聞コンテスト事業のために使用 

※公４ 明日の農業レポートコンテストのために使用 

※管理 法人の運営管理のために使用 

 

 

 

(６)内閣府 公益法人行政担当への提出、申請 

 

届出年月日 

 

 

届 出 内 容 

 

令和６年６月３０日 

 

 

令和５年度事業報告書等の提出 

 

令和７年３月３１日 

 

令和７年度事業計画書等の提出 

 

 


